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はじめに

ツミＡＣＣ伽gﾉ'９７血ノホは，1980年代に都市近郊に分布を広げたものの（述藤ほか

1991)，東京近郊ではその後，分布がやや縮小傾向にある（棚111996,Ueta2000)．

植田（1996）は，その原因として，1990年代になってツミが繁殖するようになった繁殖地

では好適な満巣場所が不足しているために繁殖成功率が低くなっていること，そしてツミが

常巣木として選好しているアカマツが減少傾向にあること（UeLal997）をあげている．ま

た，Ｕｅｔａ(2000）はハシブトガラスＣＯ”IAS〃Ｉａｃﾉりγﾉりｗｃﾉ１０ｓの増加にともなう，ハシブトガ

ラスによるツミの繁殖の妨害の増加も原因であることを示唆している．カタアカノスリβ"/“

"ｿ？“妬においてもカラス類の増加によって，’尚巣場所が変化した')，繁殖成功率が下がっ

たことが示唆されている（Straversl991)．本研究は，Ｕｅｔａ（2000）が示唆したハシブトガ

ラスがツミの繁殖にﾉｊ.える影響を検討することをIl的として行なった．

調査方法

調査は東京郡府中市，国立市，剛分寺市，小金井市，小平市の緑地で行なった．これらの

緑地は,すべて住宅地にⅢまれた１～５ｈａほどの孤立した雑木林で，コナラＱ"Gﾉ℃"sseγ、雌，

クヌギＱ,“"/おsi刀7α，サワラＣ〃の)?“のpαﾌお伽舵”などが優占している．調盃地の詳細

については棚１１(1992)を参照されたい．1990年代になって繁殖をはじめた繁殖地では，１９８０

年代に繁殖をはじめていた場所よりも，ツミの繁殖成功率が低く、それは好適な営巣場所が

少ないためであることが報告されている（植I｣11996)．したがって、1990年代になって繁殖

をはじめた繁殖地でツミが繁殖しなくなったとしても，それはハシブ|､ガラスが原因ではな

く，営巣環境が良くないために繁殖を行なわなくなった可能性がある．したがって，そのよ

うな可能性の小さい1980年代に繁殖をはじめていた場所のみを調査対象とした．

調査ではツミが繁殖しなくなった'営巣地でハシブトガラスが増加しているかどうか，シミ

が営巣しなくなった場所と‘営巣しつづけている場所で，現在のハシブトガラスの佃体数に違

いがあるかどうかについて検討した．

過去の調究地内のハシブトガラスの個体数洲究には，Ｕｅｔａ（1994）がある．この調査で

2000年９月２１１１受理

キーワー/く銀.･ツミ，ハシフーメオラズ，無介IiZ施功蕊分布



5６

は，1991年と1992年の５月下旬～７月中旬に５か所のツミの繁殖地内の見通しのきく場所に

定点を設定し，その50ｍ以内に出現するハシブトガラスの個体数を午前５時から７時の任意

の１時間にかぞえた．個体数は同時に確認できたもの，あるいは，飛去方向と飛来方向など

から明らかに別個体と思われるもののみをかぞえ，巣立ちヒナは数に含めなかった．本調査

も同様の方法で，2000年５月下旬～６月中旬に各調査地５回ずつ調査を実施し，Ueta(1994）

の調査結果のうち５月下旬～６月中旬に行なわれたものだけを取り出し，比較を行なった．

また，現在ツミが繁殖している場所と繁殖しなくなった場所とのあいだでハシブトガラス

の個体数を比較するために，2000年３月下旬から４月上旬にかけて，ツミが1980年代から毎

年繁殖している２か所の緑地と，1980年代から1990年代はじめにかけては毎年繁殖していた

が，現在は繁殖しなくなってしまった５か所の緑地で調査を行ない，比較した．調査時期を

３月下旬から４月上旬としたのは，この時期はまだツミは巣の周囲からハシブトガラスを追

い払ったりすることが少ないため，ツミの存在の有無がハシブトガラスの個体数に大きな影

響を与えていないと考えられるからである．調査方法は，過去との比較をするために行なっ

た調査と同様だが，調査時間のみ午前５時から７時の任意の15分間とした．それぞれの調査

地で５回の調査を行ない，その平均値を解析にもちいた．

２つの比較とも，検定にはMann-WhiteneyのＵ検定をもちいた．

結果

１．１９９１～1992年と2000年とのハシブトガラスの個体数の比較

調査を行なった５か所のうち，lか所はツミが毎年繁殖を行なっている場所で，４か所は

ツミが定期的に繁殖しなくなってしまった場所だった．毎年繁殖を行なっているlか所では，

1991～1992年のハシブトガラスの個体数は1.2±0.8（ＳＤ)羽，2000年の個体数は0.8±0.8羽

と両者のあいだには有意な差は認められなかったが(Ｕ＝９，Ｚ＝0.77,Ｐ＝0.44,jVz＝jVi2＝

5)，定期的に繁殖をしなくなってしまった４か所すべてでは，1.4±0.9羽と８．４±1.1羽，１．

６±1.1羽と9.4±2.9羽，1.6±1.7羽と7.8±0.8羽，4.6±0.9羽と7.6±2.4羽で，2000年の方

が有意に個体数が多かった（Ｐ＜0.03,図１)．

２．ツミが毎年繁殖している場所としなくなった場所でのハシブトガラスの個体数の比較

ツミが毎年繁殖している２か所の緑地では3.2±0.8羽，2.4±0.5羽のハシブトガラスが記

録されたのに対し，ツミが定期的に繁殖しなくなった６か所の緑地では5.4±1.1羽，５．６±１．

３羽，６．２±1.3羽，７．８±3.3羽，９．２±5.9羽，９．４±2.9羽と，ツミが繁殖しなくなった緑地の

方がハシブトガラスが有意に多かった（Ｕ＝０，Ｐ＝0.046)．

ツミが毎年繁殖している緑地ではその場所で繁殖していると思われる単独あるいは２羽で

行動するハシブトガラスのみが記録されたのに対し，ツミが繁殖しなくなった緑地では，そ

のような個体以外にも，非繁殖鳥と思われる群れで行動しているカラスが確認された．



５

1５

０

２９１
０
９
０
９
０
１
２

■
□

晋
ら
』
。
』
ｏ
ｂ
ｐ
Ｅ
。
之

1０

5７

Ａ Ｂ Ｃ

Ｇｒｏｖｅｓｗｈｅｒｅｈａｗｋｓｂｒｅｄ

ｉｎl991-92butnotin2000

， Ｅ

Ｇｒｏｖｅｗｈｅｒｅｈａｗｋｓ

ｂｒｅｄｉｎｌ９９１－９２ａnｄｉｎ２０００

図１．ツミが繁殖しなくなった場所と繁殖している場所のカラスの個体数の1991-92年と2000年の比
較

Fig.１．ComparisonofnumberofJungleCrowsinl991-92and2000atthesiteswhereJapanese
LesserSparrowhawksbredinl991-92butdidnotbreediｎ２０００ａｎｄｔｈｅｓｉｔｅｗｈｅｒｅｂｏｔｈｂｒｅｄ
ｉｎl991-92and2000．

考察

ハシブトガラスの個体数は，現在ツミが繁殖している場所で少なく，繁殖していない場所

で多かった．また，1991～1992年と2000年のハシブトガラスの個体数は，ツミが繁殖しなく

なってしまった地域では2000年の方が有意に多かったが，現在もツミが繁殖している場所で

は有意な変化は認められなかった．ツミが毎年繁殖している緑地ではその場所で繁殖してい

ると思われる単独あるいは２羽で行動するハシブトガラスのみが記録されたのに対し，ツミ

が繁殖しなくなった緑地では，そのような個体以外にも，非繁殖烏と思われる群れで行動し

ているカラスが確認された．したがって，この個体数の増加は非繁殖鳥が増加あるいは定着

したためだと考えられる．

ツミは巣の周囲を潜在的な卵やヒナの捕食者であるカラス類から防衛する（Uetal994，

1999)．したがって，ツミの有無が生息するカラス類の個体数に影響している可能性がある・

2000年に行なったツミのいる場所といない場所との比較ではこの点を考慮して，ツミがまだ

防衛行動をあまり行なわない造巣初期に調査を実施したので，ツミの有無はカラス類の個体

数に影群していないと考えられる．しかし1991～1992年と2000年の比較では，1991～1992年

はツミがいたためにハシブトガラスの個体数が少なく，2000年はツミがいないためにハシブ

トガラスが多かった可能性を否定できない．ただし，調査の定点はツミの巣からある程度雛
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れたツミが巣の防衛を行なっている範囲の外側に設定したので，ツミの存在の有無がカラス

の個体数に与える影響は小さいと考えられる．

ハシブトガラスがツミの繁殖に影響を与えたと考えられる事例は調査地内で８例ある．調

査地のlか所の国立市の緑地では1995年より2000年まで毎年３月から４月にかけてつがいで

の造巣行動が見られたものの，非繁殖鳥と考えられるハシブトガラスの群れに追われている

のが見られたのちに,途中で放棄していなくなることがつづいている.産卵に至ったのは1997

年と2000年のみである．同様に，カラス類が原因で繁殖に失敗したと考えられる例は府中市

の緑地で1996年と1997年に，別の府中市の緑地で2000年に，小金井市の緑地で1997年に確認

されている．東京都板橋区でも1993年にハシブトガラスの群れがツミに攻撃を加えたことに

よると考えられるツミの繁殖の失敗が観察されている（土橋1994)．

平野(2001)は栃木県宇都宮市において,ツミがハシブトガラスやハシボソガラスＣ､ｃ０７℃"ｇ

の行動圏を避けるように繁殖していることを報告している．また，カラス類が繁殖を終え，

活発に行動しなくなった時期にツミが繁殖を開始する場所がある（平野敏明氏私信)．本調

査では非繁殖のカラスがツミの繁殖に与える影響を示したが，平野（2001）の結果は，非繁

殖鳥だけでなく，繁殖しているカラス類もツミの繁殖に影響を与えることをしめしている．

平野（2001）は，繁殖しているカラス類の利用頻度の高い場所がツミの行動圏と重なって

いない場合は，ツミの繁殖への影響は小さいとしている．カラス類には「遊び」と思われる

ような行動が観察されるが（唐沢1992)，調査地の非繁殖鳥と思われるハシブトガラスは，

「遊ぶ」ように群れで，ツミを追いかけたり，逆に追いかけられたりしていた．この点から

も，非繁殖鳥の増加あるいは定着は，繁殖しているハシブトガラスよりもツミの繁殖への影

響が大きいと考えられる．

植田（1996）は1990年代に入って繁殖するようになった場所は好適な営巣場所が不足して

おり，それにともなう繁殖成功率の低下が，東京でツミの分布の拡大がとまった原因と考え

たが，それに引き続きツミが分布を縮小した原因にはハシブトガラスの非繁殖個体がツミの

営巣地に定着した，あるいは増加したことが大きな影響をおよぼしているものと思われる．

要約

東京都中西部の緑地でハシブトガラスがツミの繁殖に与える影響を調査した．

1991～1992年と2000年のハシブトガラスの個体数を比較すると,毎年ツミが繁殖を行なっているl

か所の緑地では，両者のあいだには有意な差は認められなかったが，ツミが定期的に繁殖をしなくな

ってしまった４か所の緑地では，ハシブトガラスの個体数は2000年の方が有意に多かった．また，ツ

ミが毎年繁殖している場所としなくなった場所で，現時点のハシブトガラスの個体数を比較すると，

ツミが繁殖しなくなった緑地の方がハシブトガラスが有意に多かった．

また,ハシブトガラスの群れがツミを追いまわしているところが観察されたあとにツミがその場所

からいなくなったことが観察されていることより，ハシブトガラスの瑚加することによってツミが繁
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殖できなくなることが示唆された．近年，調査地域でツミの繁殖個体数が減少しているが，ハシブト

ガラスの増加がその原因の1つであると考えられた．
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Thenumberofcrowswassignificantlygreaterin2000thaninl991orl992（Ｐ＜0.03）atallfour

groveswherehawksbrediｎｔｈｅｅａｒｌｙｌ９９０ｓｂｕｔｄｉｄｎｏｔｂｒｅｅｄｉｎrecentyears、Onotherhand，

therewasnosignificantdifferencｅｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｃｒｏｗｓｂｅｔｗｅｅｎｌ９９１ａｎｄ２０００ａｔａｇｒｏｖｅ

ｗｈｅｒｅｔｈｅｈａｗｋｓｂｒedin2000，Ｔｈｅｎumberofcrowsin2000wassignificantlygreaterinsix

groveswherehawksnolongerbreed（Ｐ＜0.05）buttherewasnosignificantdifferellceintwo

groveswherehawksbreed、Hawkswererecordedasabandoningthenestafterdisturbanceby

flockingcrowsoneightoccasions、

Theseresultssuggestthathawkscannotbreedinthesegrovesbecauseoftheincreaseofthe

crowpopulatio､．

KEyW07恋Ａ“””ｇ""*’６”e”２９s"“GSS,Corvusmacrorhynchos,戯ﾉﾌ6""0",掘尚"加打“


